
 

 

 

 

同窓会会長 吉田 和郎（同盟福音大垣・1999.3 信徒奉仕者卒） 

７月１８日(月・祝)に同窓会総会を金山のクリスチャンセンターで開催することができました。

行事報告や決算報告、行事計画等について話し合いをしました。 

前回から、神学塾運営委員の先生の講演は特に無し、ということで、近況報告と祈り会でも十

分ではあるけれど、何か、特別講演のようなものがあればいいなあと思いつつ、神学塾へ行きま

した。そうしたら、な、なんと、特別講演が総会の会議室で開催！となりました。 

 

例年「古本のみの市」が神学塾の会議室で開催されているのですが、それに合わせて特別講座

が予定されていました。講師は、運営委員の鴨下直樹師。テーマは「祈り」。塾生とＯＢがとも

に集い学ぶ時となりました。（めっちゃ感謝！！喜びのあまり途中で寝入って？？） 

 

 マタイ 21 章から「もし、あなたがたが、信仰を持ち、疑うことがなければ、…この山に向か

って海に入れと言えばそうなる。信じて祈り求めるものはなんでも与えられる。」と書かれてあ

るが、果たして、そうなのか、普段からこのみ言葉を信じているのだろうか。 

ある人のガン検診。半年毎に99％の確信と1％の不信仰をもって臨んでいるとのこと。さて？？

またある人は、祈っているから絶対こうなるよ、と言っていた。けれど、そうはならなかった。

果たして、「信じて祈り求めるものはなんでも与えられる。」と書かれているが、信仰が足りない

のだろうか。もっと熱心に祈らなかったから、望みどおりにならなかったのだろうか。 

 

ある女性からは「私は祈りがきかれたことがないんです…。」と言われたことがある。果たし

て、どうも…私たちが信じて祈れば、何でも実現するということではなさそうだ。 

イエスのゲッセマネの祈りは大きな示唆を与えていると思う。「わたしの願うようにではなく、

あなたのみこころのように。」我々の信仰の熱心さではなく、神様のみこころを願い求めていく

ところにヒントがあるように思う。神の最善は、私たちの思いとは殆ど違っている。ローマ 5 章

には、「私たちは神との平和を持っている。…患難さえも喜んでいる。」と書かれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の神学塾リトリート

にあわせて、同窓会の例会（交

流程度）を開催します。ぜひ、

ご参加ください。 

東海聖書神学塾同窓会報   

２０１６年 10 月 同窓会秋の例会 開催のお知らせ 

と き  １０月２日(日)午後６時～３日(月)午後３時 

ところ  レイクサイド入鹿 

     犬山市喜六屋敷 118（電 0568-67-3811） 

費 用  全参加…7,050 円 夕食付部分参加…3,570 円 

     午後 7 時からの会議参加のみ…無料 

締め切り  部分参加する方は９月 28 日（水）までに 

（宿泊希望者は早急に） 

事務局（大鐘朝博宅）Tel&Fax  0561-72-1355 

            Mail :dai2colint520@sf.commufa.jp 

２０１６年９月号 



事務局だより 

 ＯＢ会費（年 2,000 円）よろしく 

（毎年、同窓会から塾へ献金しています。） 

振込み先   

<郵貯銀行>名義 東海聖書神学塾同窓会 

No.No.No.No.１２１１０－５５５１０３９１１２１１０－５５５１０３９１１２１１０－５５５１０３９１１２１１０－５５５１０３９１    

一般の銀行からは一般の銀行からは一般の銀行からは一般の銀行からは    

店番：２１８ 口座５５５１０３９ 

総会報告 

 役員は全員留任です。応援よろしく。 

 

 

 

同窓会会計報告 15.4.1～16.3.31（円）                

項  目 収入 支出 

同窓会費 （延べ20人分） 40,000  

雑収入（利息ほか） 3,025  

繰越金 61,685  

献金(神学塾へ)  30,000 

総会費  1,584 

事務通信費 (やっとかめ他) 14,720 

合   計 104,710 46,304 

《次年度繰越金  58,406 円》 

鴨下 愛姉（同盟福音 芥見キリスト教会） 

97 年度信徒奉仕者コース卒 ／01 年度牧師夫人コース卒 

 

 今年は結婚から２０年目となりました。神学塾の最終年で夫と結婚し、教会で主の働きを夫と共に

間近に見せて頂いた恵みに感謝しています。その中で支えられてきたのは、「ゆるされている者とし

て」遣わされる喜びです。夫も私も、うっかり屋で、様々なミスもします。若さゆえであった頃はと

うに過ぎ、最近は物忘れが激しくなる年になった〜と言い訳していますが。うっかり失言も多く、卒

業後も２０年間＜ゆるされて＞生きています。夫婦似た者ながら、不得意な箇所が微妙に違うので、

憐れみにより上手くいっています。そこで大変なのはむしろ教会の兄弟姉妹の方です。牧師夫妻に対

して静か〜に耐えてくださっている場合も、時に気持ちを上手く伝えてくださる時もあります。...

牧師夫妻の振る舞いであるがゆえに深く悲しまれる事もあるかもしれません。（そうなれば深刻！） 

 さて、それなのに私ときたら時 「々なんで私が相手に謝らなくちゃいけないの？」と苛立つ事があ

ります。『私も相手をいっぱいゆるしているはず。私だけが悪いのじゃあない。なんだか損な気持ち

〜。冗談じゃない、ゆるされる事は負けを認めることじゃない！？』などと心の中で格闘することも

あります。すでに勝ち負けの世界です。 

 その時に、私が気付かされたのは、「ゆるしてください」と十字架の上で神に祈られた主イエスの

姿です。人のこだわる勝ち負けの感情を超えて、「ゆるしてください」と先立ってくださったキリス

トの姿です。私はただこの主イエスを真似て「ゆるしてください」とたどたどしく祈り、完全なゆる

しを頂いたのです。今あるはゆるされた喜びと自由です。この自由の中で、ゆるした、ゆるされた...

の勝ち負けは存在しません。 

 同じように兄弟姉妹も、ゆるされた自由な者として、私をゆるしていてくれている。多くの場面で

それを感じています。「ゆるす」は手話で「もう構わないよ〜」的な動作が入ります。断腸の決断と

いうより「もういい」という感じ。こんな調子で教会での私たち周辺では「いいですよ...」が繰り

返され（ニュアンスが変わると大変！）、「愛だなあ...」と日々感謝（勘違いに注意）する、ゆるい

牧師夫妻ですが、今日も「ゆるされた者としての喜び」を満面に、自由の中で遣わされたいと願って

います。 


